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1ɽੜ੒A*のਐԽͱ೔ຊ企業の׆༻のݱঢ়
ʮੜ成A*はすごいけれど、業຿でར用するには不҆が࢒るʯᴷᴷそΜな印৅のまま、ੜ成A*

とのڑ཭をஔいていないだΖうか。2022年11月、ถ国の0penA*社がʮ$hBt(1Tʯを発表し
た当࣌、ࣗ વな文ষੜ成にڻきの੠が上がるҰํで、࣮ࣄとҟなる಺༰をもっともらしくޠるlϋ
ϧシネーシϣンzや৘ใ؅ཧ΁のݒ೦がࢦఠされ、業຿ར用には৻ॏな࢟੎が޿がった。それ
から໿3年が経աし、ੜ成A*はඈ༂的なਐ化を਱͛ている。言ޠੜ成にとどまらͣ、ը ɾ૾Ի੠ɾ
ಈըなど多༷な分໺での応用がਐΈ、最新のੜ成A*Ϟσϧでは、大ֶʙઐ໳ՈϨϕϧの஌ࣝ
を問うϕンチϚーΫにおいて、ઐ໳Ոを上回る性能をࣔすものもొ場している。ビジネスやڭҭ、
ҩྍなど෯޿いྖҬでの活用が࣮ݱຯをଳびてきた。

しかし、日本国಺ではੜ成A*のར用཰はґવとして௿い。総຿লが2024年度に࣮ࢪした調
査にΑれ͹、Ұൠར用ऀのうちʮ࢖った͜とが͋るʯと回౴したׂ߹はΘͣか9.1ˋにとどまり、

ʮ࢖いํがΘからないʯʮࣗ分のੜ活には必要ないʯといった回౴が多く、性能や用్に対する
ཧղがे分にਁಁしていない͜とがうかがえる。Ұํ、企業を対৅とした調査では、業຿にお
いてઐ໳的なスキϧや஌ࣝの不足をิうଘࡏとしてੜ成A*に期待するೝࣝもҰఆఔ度֬ೝさ
れている。͜うした期待は、ੜ成A*のਐ化を౿まえれ͹ଥ当なもので͋り、࣮ࡍに期待される
ਫ४に近ͮいたϞσϧもطにొ場しはじめている。それにもかかΘらͣ、企業における活用は
まだ限られたൣғにとどまっている。

ੜ成A*ࢢ場は今ޙも加଎度的に成௕するとࠐݟまれており、関࿈サービスのध要も֦ٸ大
している。͜うしたঢ়گを౿まえれ͹、企業はl༷ݟࢠzをଓけるのではなく、۩ମ的な活用に
。にਐめる必要が͋るٸけた४උをૣ޲

2ɽੜ੒A*αʔϏεの׆༻ΛͲのΑ͏ʹਁಁɾఆண͍ͤͯ͘͞΂͖͔
ੜ成A*の性能が࣮用ਫ४にୡしつつ͋る中で、࣍なる課題はʮどのΑうに৬場にਁಁɾఆ

ணさͤるかʯで͋る。ઌड़の総຿লの調査では、日本でੜ成A*の活用ํ਑を策ఆしている企
業のׂ߹は42.7ˋにとどまっており、໿8ׂのΞϝリΧや9ׂを௒える中国Αりも௿いਫ४で͋
る。࣮ࡍに、৬場ڥ؀においてੜ成A*サービスのར用を։࢝するに͋たっては、৘ใ؅ཧやί
スト、๏ྩ९कといった؍点から、৻ॏな४උと多֯的な配ྀがٻめられ、͜れらはܾして༰
қではない。ҎԼに、۩ମ的にಋೖ࣌にཹҙす΂きओなϙイントと発ੜしうる課題を੔ཧする。

まͣ、ᶃσーλプライバシーやセキュリティリスΫ΁の対応が不Մܽで͋る。ੜ成A*サービ
スにೖ力される৘ใには、業຿上の機ີ৘ใや個人৘ใがؚまれるՄ能性が高い。҉号化や

生成AIの進化と
企業に求められる対応
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ΞΫセス੍؂、ޚ査ϩάのಋೖといったٕज़的対策に加え、֎෦サービスの活用にΑるෛ୲ܰ
となるが、対応のՄ൱は業຿಺༰や社಺の*TリテラシーにΑってҟなるため、ըҰࢶもબ୒ݮ
的な対応は難しい。

࣍に、ᶄίストの೺Ѳと؅ཧもॏ要な論点で͋る。ॳ期ಋೖඅ用に加え、ӡ用ɾอकɾΫラ
΢ドར用ྉなどܧଓ的なඅ用もؚめたݟ通しが必要となる。ஈ階的なಋೖやスϞーϧスλート
をબ୒する͜とで、අ用対ޮՌをۃݟめながらਐめる͜とが๬ましいが、対৅のબఆをޡると、
活用がਐまͣίストだけが発ੜするリスΫも͋る。

また、ᶅίンプライΞンスとガイドラインの੔උもܽかͤない。A*ྙཧや๏ྩ९कに関する
社಺ϧーϧの策ఆは、社会的੹೚をՌたすうえでも不Մܽで͋り、ੜ成A*ٕज़のਐ化に応じ
てఆ期的なݟ௚しとॊೈなߋ新がٻめられる。͜うしたϧーϧ੔උには、ઐ໳的な஌ࣝや๏的ɾ
ྙཧ的؍点を౿まえた൑அ力が必要で͋る。

さらに、ᶆ社員のA*リテラシー޲上もಋೖ成ޭのݤをѲる。研मやϫーΫシϣοプを通じて、
を༩えるプϩンプト作成のٕज़をֶͿ機会を提供する͜とがࣔࢦいํやੜ成A*に࢖本的なج
ॏ要で͋り、ܧଓ的なֶश機会の֬อとઐ໳人ࡐの関༩がٻめられる。

加えて、ᶇそのଞの要ૉとして、Ϣーβビリティの高いインλーϑェースや、ར用規模の֦
大に対応できるスέーラϒϧな設ܭも、ఆணに޲けたॏ要な要ૉとなる。ࢼ行ಋೖから全社ల
։΁とஈ階的にਐめるࡍには、ॊೈなӡ用ମ੍の構ஙが不Մܽで͋る。

͜うした੍度໘ɾٕज़໘の੔උに加え、ੜ成A*の活用をଅਐするためには、૊৫文化のৢ
成もܽかͤない。たとえ͹、社಺4/4で活用ࣄ例を共༗する、෦໳ごとにΞンバサμーを配ஔ
してݱ場の活用支援を行うなど、ར用ऀ૚の֦大に޲けた工෉がٻめられる。࣮ࡍに͜うした
औり૊ΈにΑり、ར用ऀ数がഒ૿したࣄ例も͋り、社಺でのೝ஌度޲上とఆணにҰఆのޮՌを
上͛ている。

�ɽૣ׆ظ༻͕কདྷの企業ڝ૪ྗのݤʹͳΔ
લઅで͋͛た৬場ڥ؀におけるੜ成A*サービスのར用ڥ؀の੔උや、活用をଅਐするため

の૊৫文化のৢ成に޲けたऔり૊Έは、いͣれもܾして༰қではない。ੜ成A*は新しいٕज़
で͋り、ม化のスϐードが଎く、কདྷのల๬にも不࣮֬性が࢒る͜とから、ಋೖに৻ॏな࢟੎
をऔる企業が多いのもཧղできる。͜のΑうなঢ়گを౿まえれ͹、ガイドラインの੔උやಋೖ
に͋たってのサϙートなど、政෎にΑる支援は、今ޙ企業がੜ成A*サービスのಋೖをਐめてい
くうえで、ますますॏ要になっていくだΖう。しかし、ੜ成A*ࢢ場の成௕཰を考えると、੍度
や支援の੔උを待つだけではม化に対応しきれないՄ能性が高い。だから͜そ、企業はઐ໳人
の੔උڥの֬อɾҭ成にいちૣくऔり૊Έ、必要に応じて֎෦支援も活用しながら、ར用؀ࡐ
と社಺での活用文化のৢ成をਐめていく͜とがٻめられる。そのためには、最ॳからສ全のମ
੍を੔えるのは難しいものの、セキュリティやプライバシーなど最௿限の注ҙは෷いつつ、ま
ͣはແཧのないൣғでੜ成A*をࢼしてΈる͜とがॏ要だ。࣮ફを通じて活用のՄ能性を模ࡧ
しながら、ঃʑにମ੍を੔えていく࢟੎͜そが、কདྷ的なڝ૪力をࠨӈするݤとなるだΖう。
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